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県政報告
新
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の
ご
挨
拶

福島県議会議員（２期）
議会広報委員長

江花圭司
少子高齢化・地域活性化
対策特別委員会副委員長
自由民主党議員会
青年局長

活動報告紙面
ごあいさつ・一般質問
活動内容
自民党議員会ニュース
要望対応

令
和
七
年
度
内
復
旧
完
了
予
定

令和６年12月
福島県議会
一 般 質 問

国
道
１
２
１
号
喜
多
方
・
米
沢
間
国
の
権
限
代
行
災
害
復
旧
事
業

県
産
小
麦
夏
黄
金
の
生
産
へ
向
け

業
界
か
ら
地
場
産
小
麦
を
求
め
る
声
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会
津
に
住
む
者
の
念
願
は
米

沢
か
ら
国
道
１
２
１
号
が
喜
多

方
米
沢
高
規
格
化
に
向
け
て
計

画
道
路
へ
位
置
づ
け
さ
れ
H
南

会
津
に
抜
け
ら
れ
る
会
津
軸
が

完
成
す
る
こ
と
で
す
S

令
和
３
年
に
H
福
島
県
内
の

東
北
中
央
道
が
全
線
開
通
し
本

県
と
山
形
県
が
結
ば
れ
北
部
軸

が
強
化
さ
れ
ま
し
た
S

一
方
H
国
道
１
２
１
号
喜
多

方
米
沢
間
に
つ
い
て
は
H
令
和

令和7年度における復旧工程
第１工区： 谷側法面工事 （完了） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第２工区： 谷側橋梁工事 （R7年5月完成予定） ・・・・・・・・・・
取付道路工：〜5月

第３工区： 山側橋梁工事 （R7年度中の完成予定） ・・・・・・・・

仮橋撤去工：〜4月・下部工：5月〜8月・上部工：〜3月

第４工区： 山側法面工事 （R7年度中の完成予定） ・・・・・・・・

法面工：5月〜9月・取付道路工：10月〜3月

原
発
事
故
か
ら
13
年
H
コ
ロ

ナ
禍
か
ら
も
通
常
の
社
会
を
取

り
戻
し
て
き
て
い
る
中
H
秋
の

風
物
詩
H
特
産
だ
â
た
野
生
き

の
こ
や
山
菜
の
出
荷
制
限
は
一

部
解
除
に
は
な
â
て
き
ま
し
た
S

し
か
し
H
未
だ
H
全
て
の
出
荷

制
限
解
除
に
は
至
â
て
お
り
ま

せ
ん
S
早
急
な
る
出
荷
制
限
を

解
除
し
H
農
林
業
の
振
興
と
従

事
者
の
利
益
に
結
び
付
け
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
S

非
破
壊
検
査
機
器
で
の
出
荷
拡
大
図
る

林
業
振
興
課
を
所
管
す
る
沖

野
農
林
水
産
部
長
は
H
非
破
壊

検
査
に
よ
り
出
荷
で
き
る
品
目

の
拡
大
に
向
け
H
検
査
を
担
う

出
荷
管
理
団
体
の
設
立
・
運
営

や
検
査
機
器
の
導
入
を
支
援
し

野
生
き
の
こ
や
山
菜
の
出
荷
制

限
の
更
な
る
解
除
に
取
組
み
ま

す
S現

在
H
野
生
キ
ノ
コ
と
山
菜

の
う
ち
H
マ
ツ
タ
ケ
H
ネ
マ
ガ

リ
ダ
ケ
H
ナ
メ
コ
H
ナ
ラ
タ
ケ

ム
キ
タ
ケ
の
５
品
目
は
出
荷
が

制
限
さ
れ
て
い
る
市
町
村
で
も

非
破
壊
に
よ
る
放
射
性
物
質
検

査
で
食
品
衛
生
法
の
基
準
１
Á

当
た
り
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
を
下

回
â
た
場
合
は
出
荷
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
S

非
破
壊
検
査
で
出
荷
が
可
能

な
品
目
を
増
や
す
た
め
H
必
要

な
デ
˙
タ
な
ど
を
収
集
し
て
政

府
に
提
供
し
H
検
査
を
担
う
団

体
へ
の
検
査
機
器
の
導
入
支
援

に
取
組
ん
で
い
く
と
答
弁
し
ま

し
た
S

４
年
豪
雨
で
道
路
が
寸
断
し
広

域
迂
回
が
発
生
H
物
流
H
通
勤

通
学
な
ど
日
常
生
活
へ
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
S
こ
の

よ
う
な
状
況
か
ら
H
喜
多
方
米

沢
間
に
お
い
て
H
更
な
る
道
路

の
強
化
を
求
め
る
声
が
高
ま
â

て
い
ま
す
S

道
路
計
画
課
を
所
管
す
る
矢

澤
土
木
部
長
は
H
県
境
を
ま
た

ぐ
広
城
観
光
や
産
業
振
興
等
を

支
え
る
極
め
て
重
要
な
道
路
で

あ
る
こ
と
か
ら
H
橋
梁
の
耐
震

補
強
等
に
よ
り
道
路
自
体
の
安

全
性
を
高
め
る
な
ど
H
信
頼
性

の
高
い
道
路
の
整
備
に
取
組
ん

で
お
り
H
山
形
県
に
お
い
て
H

来
年
度
中
の
復
旧
工
事
完
了
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
S
引
き
続

き
H
山
形
県
と
連
携
し
本
道
路

の
機
能
強
化
に
向
け
H
必
要
な

対
策
を
計
画
的
に
進
め
て
い
く

と
答
弁
し
ま
し
た
S

至 喜多方

至 米沢

↓ 谷側

↑ 山側

新
年
を
迎
え
H
県
議
会
活
動

も
一
期
と
一
年
を
経
過
し
ま
し

た
S
昨
年
は
H
雪
も
少
な
く
桧

原
湖
も
凍
ら
な
い
年
と
な
り
ま

し
た
S
冬
季
間
で
も
夏
場
と
同

じ
よ
う
な
量
の
降
雨
が
あ
り
H

春
先
の
３
月
４
日
に
は
H
喜
多

方
市
三
ノ
倉
高
原
へ
行
く
途
中

の
市
道
斜
面
崩
落
災
害
が
発
生
S

ま
た
H
猪
苗
代
町
の
逹
沢
不
動

滝
に
向
か
う
遊
歩
道
の
斜
面
で

も
崩
落
が
見
つ
か
り
通
行
で
き

な
い
事
案
が
発
生
S
今
年
の
春

先
に
は
災
害
が
起
き
な
い
こ
と

を
祈
る
ば
か
り
で
す
S

今
年
の
４
月
か
ら
６
月
の

３
ë
月
間
H
国
内
最
大
の
Ｊ
Ｒ

観
光
集
客
イ
ベ
ン
ト
H
ふ
く
し

ま
プ
レ
デ
ス
テ
ù
ネ
˙
シ
ü
ン

キ
†
ン
ペ
˙
ン
¢
Ｄ
Ｃ
•
が
始

ま
り
ま
す
S

全
国
の
名
だ
た
る
観
光
地
は

訪
日
来
訪
客
で
混
雑
し
て
い
る

中
H
福
島
県
で
も
少
し
は
増
え

て
い
る
も
の
の
H
ま
だ
ま
だ
少

な
い
状
況
で
す
S

令
和
７
年
の
プ
レ
Ｄ
Ｃ
H
令

和
８
年
の
本
番
H
令
和
９
年
の

ア
フ
タ
˙
Ｄ
Ｃ
を
契
機
に
H
多

く
の
方
々
に
今
の
福
島
を
見
て

い
た
だ
き
た
く
H
様
々
な
施
策

や
取
組
み
を
行
â
て
ま
い
り
ま

す
S災

害
や
課
題
に
対
し
て
は
素

早
く
対
応
し
H
今
年
一
年
H
心

身
豊
か
に
H
感
謝
と
喜
び
H
楽

し
さ
を
共
有
で
き
る
暮
ら
し
を

追
求
し
H
皆
で
課
題
を
乗
り
越

え
て
い
け
ま
す
よ
う
H
今
年
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
S

喜
多
方
市
で
は
H
ラ
˙
メ
ン

業
界
か
ら
新
し
い
小
麦
の
品
種

で
あ
る
Ã
夏
黄
金
œ
で
作
ら
れ

た
地
場
産
の
小
麦
粉
を
求
め
る

声
が
あ
る
こ
と
か
ら
H
本
年
度

か
ら
喜
多
方
麦
作
組
合
が
国
の

研
究
機
関
と
の
間
で
H
種
子
生

産
に
関
す
る
売
買
の
許
諾
契
約

の
締
結
を
行
い
H
関
係
団
体
が

連
携
し
て
生
産
を
進
め
て
お
り
H

小
麦
の
団
地
化
や
技
術
対
策
を

徹
底
し
な
が
ら
H
品
質
向
上
と

安
定
供
給
の
確
保
に
取
組
ん
で

お
り
ま
す
S

夏
黄
金
は
H
東
北
農
業
研
究

セ
ン
タ
˙
が
安
定
多
収
・
高
製

粉
性
な
ど
を
目
標
と
し
て
H
平

成
13
年
か
ら
育
成
を
進
め
て
き

た
小
麦
の
品
種
で
す
S
宮
城
県

で
は
Ã
ゆ
き
ち
か
ら
œ
に
代
わ

る
品
種
と
し
て
H
平
成
28
年
に

宮
城
県
の
奨
励
品
種
と
し
ま
し

た
S
特
徴
は
H
少
し
赤
み
の
あ

る
黄
金
色
の
穂
が
特
徴
S
初
夏

に
収
穫
時
期
を
迎
え
た
麦
畑
の

美
し
い
イ
メ
˙
ジ
が
H
名
称
の

由
来
と
な
â
て
い
ま
す
S

小
麦
の
生
産
振
興
に
つ
い
て

は
H
水
田
畑
作
課
を
所
管
す
る

沖
野
農
林
水
産
部
長
よ
り
H
製

粉
業
者
や
加
工
業
者
等
が
求
め

る
品
質
を
確
保
し
H
安
定
的
に

供
給
す
る
取
組
が
重
要
で
県
内

に
設
置
し
た
喜
多
方
市
を
含
む

県
内
の
モ
デ
ル
地
区
に
お
い
て
H

小
麦
の
収
量
や
品
質
の
確
保
に

向
け
た
技
術
の
確
立
を
支
援
し

て
い
ま
す
S

今
後
は
H
生
産
拡
大
の
た
め

県
産
小
麦
を
使
用
し
た
商
品
や

試
作
品
の
販
売
会
の
開
催
等
に

よ
り
需
要
の
拡
大
に
努
め
な
が

ら
H
加
工
業
者
と
生
産
者
等
が

連
携
し
て
行
う
夏
黄
金
等
の
新

品
種
導
入
の
検
討
を
支
援
し
需

要
に
応
じ
た
小
麦
の
生
産
振
興

に
取
組
む
姿
勢
が
伺
え
ま
し
た
S

有害鳥獣の有効活用
ジビエの摂取と出荷の制限解除を

秋の収穫祭シーズンに訪れた過疎中山間の集落では、ジビエの摂取と出荷、利活
用を望む声を聞きました。出荷再開に向けた手順としては、県が「出荷・検査方
針」を定め、食肉加工施設を整備し、そこに検査機を設置し、安全管理体制を整備
したうえで、全頭検査を行い、結果が基準値１kg当たり100Bq以下である個体のみ
出荷可能と示されています。このように大変、難しい行程での制限解除となります。
13年前の原発事故以降、有害鳥獣として、集落を荒らし、耕作者、住民をおびや
かしているのは大きな問題であり、有害鳥獣の有効活用については、出荷・検査計
画の作成から始まり厳しい条件をクリアして、ようやく活用に至るという長い期間
を考えるとジビエ文化と歴史が途絶えてしまうと言っても過言ではありません。
ジビエ利活用を推進する環境保全農業課を所管する沖野農林水産部長は、捕獲し
た個体の処理負担を軽減し、地域資源をいかしながら、所得の確保につながる有効
な取組みとして、県外の活用事例を紹介する講習会や先進地を視察する研修の実施
等、地域におけるジビエ活用に向けた検討の取組みを支援しているところでありま
す。
今後は、出荷制限解除に向けた動きや地域の要望を踏まえ、必要となる施設設置
の検討や商品開発等の取組みを支援していく答えました。

出
荷
制
限
続
く
野
生
キ
ノ
コ
や
山
菜

駅や空港からの二次交通確保

県
内
で
も
11
月
28
日

二
本
松
市
の
タ
ク
シ
˙

事
業
者
が
県
内
初
と
な

る
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
3

ア
の
事
業
許
可
を
受
け

ま
し
た
S

本
県
で
は
令
和
７
年

４
月
か
ら
プ
レ
デ
ス
テ

ù
ネ
˙
シ
ü
ン
キ
†
ン

ペ
˙
ン
が
始
ま
り
ま
す
S

駅
や
空
港
な
ど
か
ら
の

二
次
交
通
確
保
は
必
須
S

ラ
イ
ド
シ
3
ア
の
可
能

性
に
つ
い
て
生
活
交
通

課
を
所
管
す
る
細
川
生

活
環
境
部
長
に
聞
き
ま

し
た
S

【 日本版ライドシェアとは 】

バスやタクシーの運転手不

足により、地域住民や来訪者
が公共交通を利用できない交
通空白地の解消に向け、国が

今年度７月に交通空白解消本
部を設置し、タクシー事業者

の管理の下で、自家用車・一
般ドライバーを活用した運送
サービスの提供を可能とする

自家用車活用事業を創設。

タクシー配車アプリデータ
等を活用して、タクシーが不
足する地域・時期・時間帯を

特定し、地域の自家用車・一
般ドライバーを活用して不足

分を供給する仕組み。

二
次
交
通
手
段
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
可
能
性

!
"
#
$
%
&
'
(
始
*
+

11
月
に
県
内
初
め
て

市
町
村
や
交
通
事
業
者

を
対
象
と
し
た
研
修
会

を
開
催
S
国
が
設
置
し

た
交
通
空
白
解
消
・
官

民
連
携
プ
ラ
E
ト
フ
F

˙
ム
に
本
県
も
加
入
し
H

全
国
の
先
進
事
例
や
導

入
に
当
た
â
て
の
課
題

等
に
つ
い
て
H
情
報
収

集
や
意
見
交
換
を
行
â

て
い
き
な
が
ら
ラ
イ
ド

シ
3
ア
の
推
進
に
取
組

ん
で
い
く
と
答
え
が
あ

り
H
新
年
度
は
ス
タ
˙

ト
ア
E
プ
支
援
の
予
算

化
が
決
ま
り
ま
し
た
S
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学
校
の
特
色
を
出
す

教
員
人
事
公
募
制
度
の
県
内
拡
大
を

自治体独自の人事に関する裁量が必要

現
在
H
教
員
配
置
に
お
い

て
各
学
校
の
特
色
を
強
く
出

し
て
い
く
た
め
に
は
H
教
職

員
の
経
験
や
強
み
を
活
か
し
H

学
校
独
自
の
研
究
を
推
進
し
H

基
礎
自
治
体
独
自
の
人
事
に

関
す
る
裁
量
が
必
要
に
な
る

と
考
え
ま
す
S
県
で
は
県
立

学
校
対
象
で
Ã
教
員
人
事
公

募
選
考
œ
を
し
て
い
ま
す
が
H

市
町
村
立
の
学
校
で
は
南
会

津
の
４
町
村
の
み
H
そ
こ
で
H

福
島
県
全
域
で
独
自
に
各
学

校
の
特
色
を
高
め
て
い
く
た

め
の
人
材
を
求
め
H
や
る
気

の
あ
る
市
町
村
が
H
人
事
公

募
が
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み

を
つ
く
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
考
え
ま
す
S

大
沼
教
育
長
は
H
特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
を
一
層
推
進

し
H
教
育
活
動
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
令
和

５
年
度
に
は
H
福
島
市
に
新

た
に
開
校
し
た
夜
間
中
学
も

対
象
に
加
え
た
と
こ
ろ
で
す
S

本
制
度
の
趣
旨
を
踏
ま
え
H

そ
の
在
り
方
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
く
と
答
え
ま
し
た
S

他地域の取組み
長野県
教育委員会

東京都
教育委員会

県教育委員会では
市町村の提案テー
マに応募した教員
の状況をもとに人
事異動を行う。

小学校教科担任制
異校種期限付移動
教員、公立小中学
校教員について公
募されている。

猪
苗
代
町
逹
沢
不
動
滝

遊
歩
道
復
旧

秋
の
紅
葉
に
間
に
合
う

要望による取組み一覧

❷

❶

❸三
ノ
倉 山

の
み
ち

西会津町

喜多方市
北塩原村

磐梯町

猪苗代町

令和７年プレDCへ期待
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落
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苗
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達
沢
不
動
滝
の
遊
歩
道

復
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業
が
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N
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に
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瓶
町
長
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現
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査
を
行
い
W
復
旧

再
開
通
に
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W
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城

県
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光
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流
局
長
や
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課
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復
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歩
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し
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の
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葉
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滝
は
中
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れ
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教
員
人
事
公
募❶峯工区バイパス整備

❷市道新村三ノ倉線復旧
❸山のみち地域づくり事業
❹教員人事公募制度の県内拡大
❺逹沢不動滝遊歩道復旧
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全
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平
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約
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自
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道
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間
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三
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に
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県
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災
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対
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費
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国
よ
り
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害
対
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千
万
円
の
配
分
を
受
け

ま
し
た
S

利用区域森林面積1,649haの計画のもと、林道
北塩原・磐梯線は、全体計画延長11.41kmのうち、
北塩原村の関屋、大久保間の整備を残すのみとな
り令和８年度整備完了予定となる山のみち地域づ
くり交付金事業。
平成24年度に着手され、林道沿線において、間
伐が促進され、森林整備が行われております。ま
た、地域住民の生活道としての利用、大塩温泉や
裏磐梯、雄国沼へ向かう観光客の利用も多く、地
域間交流の促進に寄与します。また、会津一望で
きる標高500mほどの景観と環境はヒルクライムや
トレイルランニングに適していることから、ス
ポーツ合宿や林道の利用を促してまいります。
豪雨災害においても、森林の多面的機能を十分
に発揮させ着実に森林整備を進めていくことが必
要であることから継続的な財源確保に努めます。

令和８年度整備完了へ向け
山のみちづくり林道北塩原・磐梯線

今年も元日は、市街地 約４kmを走る
恒例の喜多方市元日マラソン大会に参加
しました。
降雪と極寒の中ではありましたが観客

含め150名ほどが元気に10時の号砲で３
回に分けスタートを切りました。
各所では、たくさんのご声援をいただ
き清々しく喜び溢れる時間を共有できま
した。寒い中沿道からのご声援ありがと
うございました。是非、来年の元日マラ
ソンへ参加してみてはいかがでしょうか。
今年も健やかで清々しい活動をしてま
いります。

これはイメージです

編 集 後 記
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一般質問
（令和６年12月11日）

一般質問の様子。 Q

会津縦貫北道路若松北バイパスの整備について

11月23日に行われた、会津縦貫北道路若松北バイパス
起工式は、会津地域の土木事業においても大きな励みと
会津地域内の経済循環に大きな期待となっております。
しかしながら、発注方法においては、会津地域内の建
設事業者が参加できない状況になってしまったのでは、
地域内の経済循環は滞り大きく疲弊してしまいます。会
津地域経済を考えた会津縦貫道若松北バイパス整備事業
発注に配慮いただきたいところです。

A 高速道路室を所管する矢澤土木部長より

会津縦貫北道路若松北バイパスの整備について会津軸
を形成する重要な道路であり、早期の供用を目指し、事
業区間全体において改良工事等を行うなど、会津地方の
高速ネットワーク形成に向けた整備に重点的に取組む。

会津地域内経済循環を促すことができる発注方法を要請
新規事業と予算の執行の考え方について一般質問を行いました。

初年度支出ゼロの債務負担行為
「ゼロ債」を設定しました。
ゼロ債限度額１２７億円

会津地域へ４割
12月補正において、年度始めの雪解けから年間を通して平準
化した事業発注と整備が行われるよう、初年度支出ゼロの債務
負担行為「ゼロ債」を設定しました。

Q

【背景】
会津西部地域のように揚水ポンプ機に
より河川から直接農業用水を取水してい
る地域においては、揚水機場の受益農家
の減少に伴い、数少ない地域の担い手農
家の負担が増加し経営を圧迫しています。
揚水機場の維持管理費の節減への取組
みと支援の強化は必須です。

A 農地管理課を所管する沖野農林水産部長より

施設の補修や更新に要する費用や運転経費を節
減していくことが重要であるため、ライフサイク
ルコストの低減や施設の長寿命化に向け、管理者
による機能保全計画の策定を支援し、今後は、さ
らに、省エネルギー化に対応した設備への更新に

関する技術的な助言や機器導入への支援を行うな
ど、引き続き、農業用場水機場の維持管理費の節
減に取組んでいく。

①維持管理費の負担軽減
省エネ化へ揚水ポンプ機場の更新を

４月の水位

福島県議会議員 江花圭司 活動報告 （２） 令和７年１月

農業政策について

喜多方建設事務所
令和６年度１２月補正工事等発注見通し
令和６年度支出ゼロの債務負担行為の設定を行う事業

会津若松建設事務所
令和６年度１２月補正工事等発注見通し
令和６年度支出ゼロの債務負担行為の設定を行う事業

福島県は13年前の東日本大震

災以降、度重なる複合災害に
見舞われてきました。近年で

は、令和４年の会津北部大雨

災害、昨年のいわき市におけ
る線状降水帯の災害、復旧も

しながら会津地域のインフラ
整備への予算確保を要請して

きたところでした。

空き家更地の景観形成対策
相続登記が義務化！！
少子化や相続、建物の老朽化など空き家問題は、日を増
すごとに深刻化しており、放置され朽ち果てた空き家が獣
の住まいとなっております。手入れがなされず草が生い
茂ったままの更地は、優良な景観を著しく阻害し、住民生
活においても観光誘客の上でも支障が出ている状況で、景
観の維持管理はますます重要性を増しております。

自然保護課を所管する細川生活環境部長
は、景観形成の先進事例等を学ぶ市町村向
けのセミナーの開催や、景観形成に取組む
団体等への景観アドバイザーの派遣を行い
地域での取組みを支援しております。今後
も、支援制度の周知と活用を働き掛けなが
ら地域が主体となった景観形成を推進して
いくと答弁しました。

相続取得、遺産分割を知った

日から３年以内に相続登記の
申請しなければならなくなり

ました。

義務に違反した場合は１０万
円以下の過料の適用対象とな

りますのでご注意ください。

会津縦貫北道路若松北バイパスの整備について県の考え
を伺います。

【スケジュール】

新年度の整備内容として、盛土のための土砂運搬

工作物の構築などの作業が行われていきます。

農業用揚水機場の維持管理費の節減について県の

考えを伺います。

各市町村の農業水利施設
省エネ化へ調査

12月補正 （農林水產部：農地管理課）

【県独自】水利施設へ電気料金の支援
89,222,000円

農業水利施設を所有又は管理する土地改良区に対して
電気料金高騰の影響を緩和するため
電気料金の高騰分を支援する。

［補助対象］土地改良区が所有又は管理する農業水利施設
［補助額］電気料金高騰前の５年平均の電気料金を超える額

沖野農林水産部長より答弁があった、省エネ化への設備更新のため、
技術的な助言、機器導入への支援のため各農業水利施設の調査を行
います。

【揚水機場の先進事例】
省エネルギー・クリーンエネルギー
水の高低差による落下エネルギーを動力源とし水車を利用する水力

駆動式ポンプは、内燃機関や電動機を駆動原としないため、燃料費や
電力料を必要としません。また、温室効果ガスとなるＣＯ2 の発生が
無い仕組みです。

維持管理が容易
水車は電動機等よりも構造が単純であるため操作・維持管理がしや
すい仕組みです。


